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今回は、造園連東北ブロック会理事会に向けたアンケート調査を行います。

来る8月20日(金)に造園連東北ブロック会理事会を開催します。
その際、造園連本部より以下の項目について、各県支部の意向を取りまとめて報告する

よう通知がありましたので、会員各位の意見・要望を伺うものです。
なお、回答は8月18日(水)までにメール又はFAXにて返送してくださるようお願い申し上げ

ます。

１．ＷＥＢ講習の希望について
昨年、造園連では日本庭園士補研修等をオンラインによるＷＥＢ講習を開催したところ、

気軽に受講できて、講師も容易に参加できるため好評とのことでした。
今年度も同様の方式で数回開催する予定ですが、その際「〇〇さんのお話を聞きたい」

とか「〇〇の技術を勉強したい」など、ジャンルを問わず会員の要望を伺うものです。
≪要望≫

２．庭づくり塾等の技能講習について
アフターコロナを見据え、現場での技能実技講習の開催候補地を探しております。
条件としては、作庭した作品を取り壊すことなく、現存させて活用できる場所でなけれ

ばなりません。候補地の情報をお願いします。
≪回答≫
当支部としては、40周年記念事業「残月亭茶庭作庭」を候補としてエントリーする予定

です。
３．外国人の人材活用について
技能実習及び特定技能等の制度を活用して、外国人を採用している事例があれば教えて

ください。
≪回答≫

４．造園業の働き方改革と人材確保及び育成のための工夫
各事業所で人材の確保・育成のために取り組んでいる事例や今日の時代に相応しい働き

方改革の事例があれば教えてください。
≪回答≫
当支部では、担い手育成・社会貢献事業委員会を設置して、県内農業高等学校の生徒を

対象に造園技術・技能の指導を行い、担い手の育成に努めております。
５．その他
現在、支部及び分会で抱えている悩みや課題、本部への要望等があればお知らせくださ

い。
≪回答≫

ご協力ありがとうございました。


